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　　（根本第 1 章第 9 経～第 11 経，根本第 2 章第 1 経～第 3 経，根本第 2 章第 7 経～
第 9 経，根本第 4 章第 8 経～第 10 経，中分第 2 章第 4 経～第 6 経，後分第 4 章第 2
経～第 10 経，後分第 4 章第 12 経～第 13 経）
　　（2）色〔・受・想・行・識〕は無常である。無常であるものは苦である。苦であ
　　るものは非我である。
　　（根本第 2 章第 4 経～第 6 経，根本第 5 章第 3 経～第 4 経，中分第 3 章第 4 経～第
5 経）
２　無常・苦・非我以外の教説














本第 1 章第 7 経，第 8 経に同趣旨）
（ 18 ）











　　（根本第 1 章第 4 経）色〔・受・想・行・識〕という要素に対する欲望，貪欲，歓
喜，渇愛，接近と取著，心の執持，執着，煩悩を滅尽し，染まらず，消滅させ，捨て，
放棄することにより，心はよく解脱したといわれる。（マハーカッチャーナ）
　　（根本第 1 章第 5 経）三昧に入った修行僧は色〔・受・想・行・識〕の生起と消滅
をありのままに知る。（根本第 1 章第 6 経に同趣旨）













　　（根本第 3 章第 2 経）あまねく知られるべきものとは何か。色〔・受・想・行・識〕
があまねく知られるべきものである。あまねく知ることとは何か。貪りの滅尽，怒
りの滅尽，愚かさの滅尽，これがあまねく知ることといわれる。
　　（根本第 3 章第 3 経）色〔・受・想・行・識〕をよく知らず，あまねく知らず，染
まることを離れず，捨てなければ，苦を滅尽することはできない。色〔・受・想・行・
識〕をよく知り，あまねく知り，染まらず，捨てれば，苦を滅尽することができる。
　　（根本第 3 章第 4 経）色〔・受・想・行・識〕に対する欲望と貪欲があれば，それ
を捨てなさい。そうすれば，その色〔・受・想・行・識〕は捨てられ，根が断たれ
無常・苦・非我に関わる教説における苦の意味 （ 19 ）
根なしにされたターラ樹のように，存在しないものにされ，未来に生じないものと
なるであろう。








とりに目覚めた，とはじめていったのである。（根本第 3 章第 6 経，第 7 経に同趣旨）













　　（根本第 3 章第 11 経）壊れるものと壊れないものについて話そう。色〔・受・想・
行・識〕は壊れるものである。その消滅，寂滅，滅没が壊れないものである。
　　（根本第 4 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕はあなたたちのものではない。それ
を捨てなさい。捨てれば，あなたたちに利益と安楽があるであろう。（根本第 4 章第
2 経に同趣旨）
　　（根本第 4 章第 3 経）もし〔意識のなかに〕色〔・受・想・行・識〕を潜在させる
と，それによって名称がつけられる。もし〔意識のなかに〕色〔・受・想・行・識〕
を潜在させなければ，それによって名称はつけられない。（根本第 4 章第 4 経に同趣
旨）
　　（根本第 4 章第 5 経）色〔・受・想・行・識〕の生起が知られ，衰滅が知られ，存
在して変異することが知られる。（根本第 4 章第 6 経に同趣旨）































































　　（根本第 5 章第 9 経）修行僧は無常であるだけの色〔・受・想・行・識〕を無常で
あると見る。そのかれに正しい見解が生じる。正しく見ると厭う。喜びが尽きるの
で貪欲が尽きる。貪欲が尽きるので喜びが尽きる。喜びと貪欲が尽きるので，心が
解脱し，よく解脱したといわれる。（根本第 5 章第 10 経に同趣旨）
　　（中分第 1 章第 1 経）もし修行僧が色〔・受・想・行・識〕という要素に対する貪
りを捨てれば，貪りが捨てられるがゆえに，対象は断たれ，識の拠り所はなくなる。
拠り所がないその識は増大せず，また作りだそうとしないので，解脱する。（中分第
1 章第 2 経，第 3 経に同趣旨）










































　　（中分第 1 章第 8 経）この色〔・受・想・行・識〕というものが苦ばかりであり，
苦を受け，苦をもたらし，楽をもたらさなければ，人々は色〔・受・想・行・識〕
に執着しないであろう。しかし，色〔・受・想・行・識〕というものは楽である。






























　　（中分第 2 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕に取著すればマーラに捕まる。取著
しなければパーピマントから脱する。
　　（中分第 2 章第 2 経）色〔・受・想・行・識〕を考えるとマーラに捕まる。考えな
ければパーピマントから脱する。
　　（中分第 2 章第 3 経）色〔・受・想・行・識〕をおおいに喜べばマーラに捕まる。
おおいに喜ばなければパーピマントから脱する。
　　（中分第 2 章第 7 経）色〔・受・想・行・識〕はわたしのものでないものである。
それに対して，あなたは欲望を捨てるべきである。
（ 24 ）
　　（中分第 2 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕は〔心を〕染めるものである。それ
に対して，あなたは欲望を捨てるべきである。
















　　（中分第 3 章第 1 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに
知らない。聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに知る。
　　（中分第 3 章第 2 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と離を
ありのままに知らない。聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と
離をありのままに知る。（中分第 3 章第 3 経に聖弟子の部分のみ説かれる）






































































































































































無常・苦・非我に関わる教説における苦の意味 （ 29 ）
適正であるか。」「そうではありません。」「わたしはこれまでもいまも，苦と苦の消
滅を教えているのである。」









































































無常・苦・非我に関わる教説における苦の意味 （ 31 ）
とは，世間の賢者たちから承認されたものであるし，わたしもそれを〔承認された
もので〕あるという。






































　　（中分第 5 章第 6 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，常住であり，
恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのままである色〔・
受・想・行・識〕はない。



























　　（中分第 5 章第 9 経）このように色〔・受・想・行・識〕がある。このように色〔・
受・想・行・識〕の生起がある。このように色〔・受・想・行・識〕の滅没がある。
このように知り，このように見る者には，もろもろの煩悩は滅尽する。
　　（中分第 5 章第 10 経）このように色〔・受・想・行・識〕がある。このように色〔・
受・想・行・識〕の生起がある。このように色〔・受・想・行・識〕の滅没がある。












正しい精進，正しい思念，正しい瞑想である。（後分第 1 章第 3 経に同趣旨）
























　　（後分第 1 章第 7 経）聖弟子はこれら五取蘊の生起と滅没と味と患と離をありのま
（ 34 ）
まに知る。この聖弟子は預流者といわれる。
　　（後分第 1 章第 8 経）修行僧はこれら五取蘊の生起と滅没と味と患と離をありのま
まに知って，取著なく解脱している。この修行僧は阿羅漢といわれる。












　　（後分第 2 章第 2 経）聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を知り，色〔・受・想・行・
識〕の生起を知り，色〔・受・想・行・識〕の消滅を知り，色〔・受・想・行・識〕
の消滅に導く行道を知る。これが明といわれる。ここまでが明に属する者である。
















　　（後分第 2 章第 6 経）「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕をわたしのも
のである，わたしはこれである，わたしの我である，と見るか。」「見ません。」「よ
ろしい。色〔・受・想・行・識〕をわたしのものではない，わたしはこれではない，
無常・苦・非我に関わる教説における苦の意味 （ 35 ）
わたしの我ではない，とこのようにありのままに正しい智慧によって見るべきであ
る。」





　　（後分第 2 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕が結びつけられるものである。それ
に対して欲望や貪欲があれば，それがそこでの結びつけるものである。
　　（後分第 2 章第 9 経）色〔・受・想・行・識〕が取られるものである。それに対し
て欲望や貪欲があれば，それがそこでの取るものである。


















































属する者である。（第 2 経＋第 3 経）
　　（後分第 3 章第 8 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに
知らない。これが無明といわれる。ここまでが無明に属する者である。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに知る。これが明と
いわれる。ここまでが明に属する者である。（第 4 経＋第 5 経）
　　（後分第 3 章第 9 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と離を
ありのままに知らない。これが無明といわれる。ここまでが無明に属する者である。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と離をありのままに知る。
これが明といわれる。ここまでが明に属する者である。（第 6 経＋第 7 経）





無常・苦・非我に関わる教説における苦の意味 （ 37 ）
色〔・受・想・行・識〕の消滅を知り，色〔・受・想・行・識〕の消滅に導く行道
を知る。これが明といわれる。ここまでが明に属する者である。
　　（後分第 4 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕は熱い灰である。







































































　　（後分第 5 章第 10 経）「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住である
無常・苦・非我に関わる教説における苦の意味 （ 39 ）
か，あるいは無常であるか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるい
は楽であるか。」「苦です。」「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これ
はわたしのものである，わたしはこれである，これはわたしの我であると見ること
は正しいか。」「そうではありません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
